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千葉市農業委員会農地部会議事録 

 
平成２７年６月２９日、千葉市農業委員会農地部会長 伊原 茂久は、平

成２７年度第３回農地部会を千葉中央コミュニティセンター２階第２８会議

室に招集した。 

 

＜会議に付した議案＞ 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について          （１件） 

議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について          （２件） 

議案第３号 農地法第４条の規定による許可申請について（一時転用）    （１件） 

議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請について          （２件） 

議案第５号 千葉市農用地利用集積計画（案）の決定について        （４件） 

議案第６号 特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律第３条第１項の 

規定による承認申請について                  （１件） 

 

報告第１号 農地法第３条の３第１項の規定による届出について         （３件） 

報告第２号 農地法第４条第１項第７号の規定による届出について      （１９件） 

報告第３号  農地法第５条第１項第６号の規定による届出について      （４４件） 

報告第４号  農地法第１８条第６項の規定による通知について         （２件） 

報告第５号 地目変更について                      （２２件） 

報告第６号 千葉県農業会議への諮問に係る答申について（第４条）      （２件） 

報告第７号 千葉県農業会議への諮問に係る答申について（第５条）     （１９件） 
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＜出席委員＞（１６名） 

  １番 伊 原 茂 久（農地部会長） ２番 小 川 正 義 

３番 石 井 一 也       ４番 髙 澤 義 信 

６番 長谷川 政 美       ７番 小 川 友 安 

８番 小 川 政 二       ９番 田 中 和 夫（職務代理者） 

 １０番 中 島 賢 治      １１番 野 崎 好 知 

 １２番 浅 川 政 明      １３番 安 井 誠 一 

 １４番 植 草 隆 晴      １５番 蛭 田 浩 文 

１６番 花 島 豊 勇      １７番 市 原  孝 

 

 

 

＜欠席委員＞（１名） 

  ５番 西 郡 髙 夫 

 

＜事務局説明員＞ 

事務局長    朝 生 智 明    次  長    楠 原  弘 

次長補佐    御 園 えみ子    農業振興班長  小 川  剛 

農地指導班長  角 田 一 郎    農地審査班長  福 島  悟 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１分科会副委員長

(長谷川政美副委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  開 会 （午後１時３０分） 

 

 

 ただ今から平成２７年度第３回農地部会を開会いたし

ます。 

本日の出席委員は、１７名中、１６名出席ですので、 

会議は成立しております。 

 

 日程第１の議事録署名人の選任の件でございますが、 

議席番号順となっておりますので、私から指名させてい

ただきます。１５番「蛭田 浩文」委員、１６番「花島 

豊勇」委員のご両名にお願いいたします。 

 

それでは、日程第２の議事に入らせていただきます。 

 

はじめに、議案第１号「農地法第３条の規定による許

可申請について」を上程いたします。 

それでは、第１分科会副委員長、ご説明願います。 

 

 

ご説明いたします。 

なお、議案第１号につきましては、面接を実施いたし

ましたので併せてご説明いたします。 

お手元の資料の議案第１号をご参照ください。 

本案件は、農地法に規定する『社会福祉事業を行うこ

とを目的として設立された法人』による農地の権利取得

です。 

 緑区高田町の社会福祉法人が、農作業を通じて障害者

の就労支援を行うために、申請地を売買により取得する

ものです。 

面接した法人の関係者によりますと、権利者の法人は、

昭和６２年に設立され、特別養護老人ホームや指定障害

福祉サービス事業などを運営しております。 

事業目的は、農業としての収穫や販売をとおして収入

を得ることで、障害者が自立が出来るように就労支援す

ることです。 

事業計画の生産物ですが、ブルーベリー、みかん、梅、

さつまいもを予定しております。 

 第１分科会としましては、本件は、法第３条の不許可

の例外規定に該当するもので、「農作業の常時従事要件」
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

議    場 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

議    場 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

及び「下限面積要件」は適用されないことから、許可相

当と意見決定いたしました。 

以上でございます。 

 

事務局より、補足説明をお願いします。 

 

 分科会での主な質疑内容についてご報告します。 

権利者が行う障害者の就労支援についてですが、就労

支援B型という形態でございまして、企業に雇用されるこ

とが困難な方に作業工賃などを支払う形で行う訓練及び

支援事業でございます。 

次に施設の利用者ですが一人で通所できる程度の障害

の方が対象で、２年を目途に自立を目指すとのことでご

ざいます。 

 また、大多喜町において同様の就労支援事業を行って

いることから、農作業指導者などはそちらからの派遣を

行うとのことで、作物については当面生産のみで加工な

どは今後考えていくとのことでございます。 

 以上でございます。 

 

  

ただいまの、第１分科会副委員長及び事務局からの説

明について、質問、意見等ございますか。 
 

  ――― 質問・意見等なし ――― 

 

 

 質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

第１分科会副委員長及び事務局の説明のとおり、許可

することに賛成の方は、挙手願います。 

 

  ――― 挙手 ――― 

 

 

 賛成全員でございますので、議案第１号は、許可と決

定いたします。 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

第１分科会副委員長

(長谷川政美副委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 市原 孝 委員 

 

 

 

 

次に、議案第２号「農地法第４条の規定による許可申

請について」を上程いたします。 

第１分科会副委員長、ご説明願います。 

 

 

ご説明いたします。 

はじめに第１項です。お手元の資料の２－１をご参照

願います。 

本案件は、太陽光発電施設用地とするものです。 

申請地は、市立犢橋小学校から東へ 約２００ｍに位置

する農地です。 

農地区分は、市街地化の傾向が著しい区域内にある農 

地であることから、第３種農地と判断しました。 

 被害防除は、雨水を自然浸透で処理します。 

  

 

次に、第２項です。お手元の資料の２－２をご参照願

います。 

本案件は、太陽光発電施設用地とするものです。 

申請地は、県立桜が丘特別支援学校から東へ 約４００

ｍに位置する農地です。 

農地区分は、小集団の区域内にある農地であることか

ら、第２種農地と判断しました。 

被害防除は、雨水を自然浸透で処理します。 

  

 第１分科会としましては、申請内容等に特に問題は無

いものと判断し、許可相当と意見決定いたしました。 

以上でございます。 

 

 

ただいまの、第１分科会副委員長からの説明について、

質問、意見等ございますか。 

 

 

太陽光発電施設について事務局に質問します。 

太陽光発電装置圧着後に、水路の流れが変わり水はけ

が悪くなった事案、電圧機のモーターの騒音の事案につ

いて相談を受けていますか。 
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  事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 小川正義 委員 

 

 

 

  事 務 局 

 

 

 

 

 小川政二 委員 

 

 

  事 務 局 

 

 

 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

議    場 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

水はけの事案は受けておりません。相談を受けた場合

は、排水計画の見直しや隣接地所有者との協議などを指

導いたします。 

騒音の事案も受けておりません。電圧機のモーターの

音がする、太陽光発電パネルが眩しいとの話しはござい

ました。 

 

 

他市町村では太陽光発電施設の申請件数はどのくらい

ありますか。 

 

 

太陽光発電施設申請件数の調査は行っていませんので

申請件数は把握しておりません。 

近年の電力エネルギー事情の影響を受けて、申請件数

は増加しているとの話しを聞いております。 

 

 

 両案件の売電価格を教えてください。 

 

 

 第１項は、１ｋｗあたり税金込みで３８．88円でござ

います。 

第２項は、１ｋｗあたり税金込みで２９．15円でござ

います。 

 

 

 ほかに質問、意見等無いようですので、採決いたしま

す。 

第１分科会副委員長の説明のとおり、許可することに

賛成の方は、挙手願います。 

 

  ――― 挙手 ――― 

 

 

 賛成全員でございますので、議案第２号は、許可と決

定いたします。 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

第１分科会副委員長

(長谷川政美副委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

議    場 

 

 

議    長 
（伊原茂久部会長） 

 

 

議   場 

 

 

議    長 
（伊原茂久部会長） 

 

次に、議案第３号「農地法第４条の規定による許可申

請について（一時転用）」を上程いたします。 

第１分科会副委員長、御説明願います。 

 

御説明いたします。第１項です。お手元の資料「議案

第３号」を併せて御覧ください。 

本案件は、グラウンドゴルフ場用地として使用するも

のです。 

申請地は、花見川区大日町の畑、3,811平方メートルで、

こてはし学校給食センターの北東約150メートルに位置

します。 

農地区分は、市街地化の傾向が著しい区域内にある農

地であることから、第３種農地と判断しました。 

申請者は、地元の敬老会のメンバーであり、以前使用

していたグラウンドゴルフ場が使用できなくなったこと

から、自分の所有する農地を一時的に提供することとな

ったものです。月に２回程度の使用を予定しており、プ

レーの時間帯に用具を置くのみで、土地の現状を変更す

る必要がないことから、整備費用はかかりません。 

一時転用期間は、本年７月から５年間です。これは、

５年以内に、よりグラウンドゴルフに適した場所を探し、

移転することを目指しているため、とのことです。 

第１分科会としましては、申請内容等に特に問題はな

いものと判断し、許可相当と意見決定いたしました。 

以上でございます。 

 

ただいまの、第１分科会副委員長からの説明について、

質問、意見等ございますか。 

 

  ――― 質問・意見等なし ――― 

 

 

 質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

第１分科会副委員長の説明のとおり、「許可」するこ

とに賛成の方は、挙手願います。 
 

  ――― 挙手 ――― 

 

 

賛成全員でございますので、議案第３号は「許可」と

決定いたします。 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

第１分科会副委員長

(長谷川政美副委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、議案第４号「農地法第５条の規定による許可申

請について」を上程いたします。 

第１分科会副委員長、ご説明願います。 

 

 

ご説明いたします。 

はじめに、第１項です。お手元の資料の４－１をご参

照願います。 

本案件は、権利者が実家に隣接し、子育てや両親の介

護等に便利な申請地を贈与により取得し、専用住宅を建

築するものです。 

申請地は千葉市緑土木事務所から 北東へ 約８００ｍ

に位置する農地です。 

農地区分は、集団的に存在している農地の区域内にあ

る農地であることから、第１種農地と判断しました。 

農地区分が第１種農地の場合は、原則として許可でき

ませんが、本件の転用については、「住宅で集落に接続

して設置されるもの」であり、例外的に許可できる場合

に該当します。 

被害防除は、排水関係につきましては、汚水は汚水管

に接続し、雨水は浸透桝にて抑制し道路側溝に接続しま

す。 

 

次に第２項です。お手元の資料の４－２をご参照願い

ます。 

本案件は、権利者が自宅敷地に隣接する申請地を交換

により取得し、敷地を拡張し一体利用を図るものです。 

申請地は、京成線おゆみ野駅から南西へ 約６００ｍに

位置する農地です。 

農地区分は、小集団の区域内にある農地であることか

ら、第２種農地と判断いたしました。 

被害防除は、雨水を自然浸透にて処理します。 

 

 

第１分科会としましては、申請内容等に特に問題は無

いものと判断し、許可相当と意見決定いたしました。 

以上でございます。 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

議    場 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 
 

 

議    場 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

第１分科会副委員長

(長谷川政美副委員長） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいまの、第１分科会副委員長からの説明について、

質問、意見等ございますか。 

 

  ――― 質問・意見等なし ――― 

 

 

質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

議案第４号について、第１分科会副委員長の説明のと

おり、許可することに賛成の方は、挙手願います。 

 

  ――― 挙手 ――― 

 

 

賛成全員でございますので、議案第４号は、許可と決

定いたします。 

 

 

 

 

次に、議案第５号「千葉市農用地利用集積計画（案）

の決定について」を上程いたします。 

 

ご説明いたします。 

本案件は、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の

規定により、市長より農業委員会に対して、農用地利用

集積計画案の適否についての判断を依頼されたもの  

です。 

第１項は、若葉区下田町在住の方の所有する、同町の

畑１筆、面積９２８㎡を同町在住の方に所有権を移転す

るもので、対価は１０ａあたり１０７万８千円です。 

 第２項は、若葉区小間子町の農家の方が、同町在住の

方他１名の所有する、同町の畑３筆、面積４,０００㎡に

引き続き賃借権を設定するもので、設定期間は５年です。 

第３項は、八街市山田台の農家の方が、美浜区新港在
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議    長 

（伊原  部会長） 

 

議   場 

 

 

議    長 

（伊原  部会長） 

 

議   場 

 

 

議    長 

（伊原  部会長） 

 

住の方の所有する、若葉区中野町の畑２筆、面積２,３４

３㎡に引き続き使用貸借権を設定するもので、設定期間

は１０年です。 

第４項は、緑区大椎町在住の農家の方が、同区大木戸

町在住の方の所有する、同区大椎町の田１筆、面積１,

０４７㎡に賃借権を新規に設定するもので、設定期間は 

１０年です。 

第１項から第４項までの合計面積は８，３１８㎡です。

本計画（案）は、本市において基本構想に適合するとと

もに、権利者が経営農地の全てを効率的に利用し、必要

な農作業に常時従事するものとして作成されたもので

す。 

第１分科会といたしましても、利用権の受け手要件に

適合し、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要

件を満たしていると判断されるため、決定相当と意見決

定いたしました。 

説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

ただいまの、第１分科会副委員長の説明について、質

問、意見等ございましたらお願いします。 

 

  ――― 質問・意見等なし ――― 

 

 

 質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

第１分科会副委員長の説明のとおり、決定することに

賛成の方は、挙手願います。 
 

  ――― 挙手 ――― 

  

 

賛成全員でございますので、議案第５号は、原案どお

り決定といたします。 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

第１分科会副委員長

(長谷川政美副委員長） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、議案第６号「特定農地貸付に関する農地法等の

特例に関する法律第３条第１項の規定に基づく承認申請

について」を上程いたします。 

第１分科会副委員長、ご説明願います 

 

ご説明いたします。 

資料の「議案第６号」をご参照ください。 

本案件は、稲毛区小中台町在住の方が自身の所有する

同町７６０番１ 面積３，２７０平方メートルにおいて、

市民農園を開設しようとするものです。 

市民農園の概要は、１区画あたり１０平方メートルの

農園を１２０区画及び５０平方メートルの農園を１９区

画設置する予定です。 

貸付料は、１０平方メートルの農園は、年間３万６千

円、５０平方メートルの農園は、１０８，０００円で貸

付期間は、いずれも１年となっております。 

第１分科会としましては、「特定農地貸付に関する農

地法等の特例に関する法律第２条第２項各号に該当し、

同法第３条第３項各号の要件を満たしているものと判断

いたし、承認相当と意見決定しました。 

以上でございます。 

 

 

事務局より、議案第６号について補足説明をお願いし

ます。 

 
   

議案第６号について、補足説明いたします。 

はじめに「議案第６号」の特定農地貸付法の概要につ

いてご説明します。 

本法は、農地の趣味的な利用いわゆる市民農園として

の利用を目的とする農地の貸付けについて、農地法等の

特例を定めたものです。 

まず、本法の適用を受けるためには、市民農園として、

利用者に農地を貸付けるにあたって、次の要件を満たし

農地を貸し付ける必要があります。 

１つ目は、１区画が１０ａ未満の農地について、相当

数の者を対象に貸付規程で定める一定の条件のもとで貸

付けが行われること。 
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２つ目は、営利を目的としない農作物の栽培を行うため

の農地の貸付けであること。 

３つ目は、貸付期間が５年以下であることです。 

 また、貸付主体が地方公共団体あるいは農業協同組合

以外の場合は、適正な農地利用を確保する方法などを定

めた貸付協定を市町村との間で締結することが必要とな

ります。 

 

これらの要件を満たす農地の貸付けである場合につい

て、市民農園の開設予定者は、農業委員会に対し承認申

請をすることができます。 

農業委員会では、この申請を受けて特定農地貸付法第3

条第3項に規定する要件について審査します。 

資料をめくっていただき次ページ下段をご覧くださ

い。要件は、次の４点です。 

①申請農地の周辺の地域における農用地の農業上の効率

的かつ総合的な利用を確保する見地からみて、適切な

位置にあり、かつ妥当な規模を超えないものであるこ

と。（第３条第３項第１号） 

②特定農地貸付けを受ける者（市民農園利用者）の募集

及び選考の方法が公平かつ適正なものであること。（第

３条第３項第２号） 

③申請農地の貸付期間などの貸付条件や適正な利用を確

保する方法が有効かつ適切なものであること。（第３

条第３項第３号） 

④政令で定める基準に適合するものであること。（第３

条第３項第４号） 

これらの要件を満たす場合、農業委員会は当該特定農地

の貸付が承認することとなります。 

 

続いて、分科会における主な質疑についてですが、 

本法に基づく市民農園の開設は初めてのケースであるか

についての御質問がありました。 

本市では、２例目で既に検見川町にて開設されています。 

また、一部業務受託者についての御質問がありました。 

当該業者は、いわゆるベンチャー企業で市民農園の運営

管理については、横浜市、川崎市において実績があり、

本件では、習志野市、船橋市、市川市でも運営の受託を
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 中島賢治 委員 

 

 

 

 

 事 務 局 

 

 

 

伊原茂久 部会長 

 

  

 

事 務 局 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

議    場 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

請け負っています。 

また、駐車場等の付帯施設についての御質問がありまし

た。 

付帯施設については、隣接地の申請者所有地をもってま

かなう旨聞いております。また、対応が困難な場合、本

件申請地の一部を充てるとのことでした。 

補足説明は以上です。 

 

 

ただいまの第１分科会副委員長及び事務局からの説明

について、質問、意見等ございますか。 

 

 

 特定農地貸付法により貸付期間が５年以下と決められ

ているが、利用者は５年以上借りることができないので

すか。 

 

 

 ５年以下で貸付けを受けますが、再度貸付けを受ける

ことができます。 

 

 

 申請所在地は、市街化区域と市街化調整区域のどちら

ですか。 

 

 

現地は市街化区域です。 

 

 

 ほかに質問、意見等無いようですので、採決いたしま

す。 

第１分科会副委員長の説明のとおり、承認することに

賛成の方は、挙手願います。 

 

――― 挙手 ――― 

 

 

賛成全員でございますので、議案第６号は、承認と決

定いたします。 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で審議案件は終了いたしましたので、 

報告案件について、第１号から第７号までを一括して

上程いたします。 

事務局より説明願います。 

 

 

 ご説明いたします。 

 

報告第１号「農地法第３条の３第１項の規定による届

出について」は、議案書の９頁に３件ございました。 

 

 報告第２号「農地法第４条第１項第７号の規定による

届出について」は、議案書の１０頁から１２頁に１９件

ございました。 

 

 報告第３号「農地法第５条第１項第６号の規定による

届出について」は、議案書の１３頁から１８頁に４４件

ございました。 

第１号～第３号のいずれも、内容につきましては、記

載のとおりでございます。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専

決により、全項受理通知書を交付いたしました。 

 

報告第４号「農地法第１８条第６項の規定による通知

について」は、議案書の１９頁に２件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専

決により、書類を受理いたしました。 

 

報告第５号「地目変更について」は、議案書の２０頁

及び２１頁に２２件ございました。 

農業委員による現地調査を行いました結果、いずれも、

内容につきましては、記載のとおりであり、法務局に回

答済みでございます。 

 

報告第６号及び第７号「千葉県農業会議諮問に対する

回答について（第４条及び第５条）」は、議案書の２２
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

議    場 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頁から２４頁に、第４条が２件、第５条が１９件ござい

ました。 

いずれも、６月５日に諮問し、６月１２日に開催され

た千葉県農業会議より「許可相当」との回答があり、許

可指令書を交付いたしました。 

他法令が関係する案件につきましては、関係部局と調

整のうえ、許可指令書を交付いたします。 

 

以上でございます。 

 

 

 ただいまの報告第１号から第７号について、質問、意

見等ございましたらお願いいたします。 
 

 ――― 質問・意見等なし ――― 

 

 

質問、意見等無いようです。これらは報告案件でござ

いますので、ご承認いただきたいと存じます。 
 

 

 

以上をもちまして、平成２７年度第３回農地部会を閉

会いたします。 

委員の皆様には、大変お忙しい中、慎重審議を賜りま

して、ありがとうございました。 

 

 

閉 会 （午後２時 ５分） 
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